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要旨 第三者が関わる「生殖補助技術」については、卵子や精子、代理出産などの商業

的な側面が倫理的問題として指摘される。たしかに、精子や卵子の価格や、代理出産を

する女性への報酬や斡旋料は市場原理によって決まり、技術を利用する者と技術を提供

する者の経済格差は大きい。しかし問題はそれだけだろうか。精子と卵子の提供を比較

検討しながら、身体由来の物質を提供することに関わる様々な社会的・文化的な課題を

考えたい。 
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